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喫茶店から、現在の 
ワインを中心にした才 
シヤレをくすぐられ 
る店づくりにして10年 
になる r ■るもん J <«町 
2 丁目）。9年前、松本 
一夫さんがチーフ t し 
て迎えられ、ユニークなメニュー構成でお客さんを 
ter 。 今回の料理は、 dw のメニューに加えたこ t 
はないが，今までに得た技術を総勋 a して出米た削 
进的逸品 c まこがれいとカニをすり待にし»炙热し 
にしたものを里ねて、潘葉を it わせる。ゾースは 
カニの教からとり，バター，にんにく，トマト、コ 
ニヤックなどを加え、バタ_モンテの仕上げ。 

札俠で萵校を了えると上京して，フランス料理の 
m - 渋谷 卒 j で基雄を身につけ、大阪 r ■パ 
レス•レストラン j などで枨業。今回は特に惫班し 
て和風の索忖を活かしている。 

攆影：井上義治 • 











近頃、夜、9時になると.街のさざめさが«こえてくる t 立川明北口 
が、コンサート•ステージに窒身する转である， 






多摩川の自然と練に囲まれたこ 
の街のゆとリは、ストリ—卜•ミ 
ュージシャンを連れて来た。 S に 
はまつたカラオケや CD ラジカセ 
からは、とても出てこない音を生 
演#て、 a 行く人に W かせてくれ 
る*敬だろうか e ぉ金が投げ込 
まれたギタ—ケ—スに I 本ネギが 
入つた：ほとばしる It 熱というビ 
ックで弾いているからだろうか。 
忘れかけていたもの"しかし、昔 
は*かに持つていたはずのものを 
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1993 • 7 - I (月丨回発行) 


月刊 • えくてびあん- mii < ヒ語ろう • 立川に生きよラ 


通卷108卷 


東京雜流通センター 
川 町 1-50-4 _ 037-3641 

pA 経済センター立)118 

>川町 2-44-3 _ 036-1824 

pA 東京みどり 2 JH 支店 

p 川町 2-44-3 »36-1821 

[ビジネスホテルクポタ 

|^«®2-12-23 _ 合 22-1122 

& 擊料環みよし 

卜輒 M 0 _ »25-3873 

原薬局 

柴 023-4067 


雜印 2-12-17 


館 

022-8100 


| 置神童立川店 
町 2-2-18 _〇28-2249 

> 司 由 

I 柴玲町 2-2-8 022-3733 

| ブティックリツチ 
I 荣崎町 2-3-10 028 -2054 

| ラ•バンバ 
卜® 12-3-3 - 024-5800 

> ヤノン01ショップ 

柴«町 2-3-6 


028-1501 

k HIIMQI 8 


マイシティ八ウス咖 
| minr 2-3-6 «26-€148 

&フ I レストランぼまれ顧 

柴« 町 2-4-15 026-2232 


びあん 

>參籲_鲁參 I 


(%• 人がゐて、街があります， 

♦’ あなたがゐて、立川があります。 

/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

1 # リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



フ W ン3ン八ウスほまれ屋 
崎印 2-4-15 _ H 25-2788 

^だい樹 

| 荣筠印 2-4-18 _〇28-0556 

コマツホーム 

t 的町 2-4-6 _〇25-5811 

[■ * キヤリー 

柴嫌® 2-4-7 _»28-2630 

| かみゆい処わ 

荣崎町 2-4-8 022-6202 


芹沢ガラス店 

柴 K 町 2-4-8 

022-3065 

小 室 

園 

柴》叨2-4-8 

»22-2894 

|立川ミロ画材 

[ 柴崎印卜4-9 

022-6065 

| マエダ文具 

茱猗町 2-6-2 

025- K 84 

< 0 

や 

榮 •! 町2+3 

U 23- Z 590 

立川高等技芸学院 

赌 ©2-9,4 

»22-3424 

ブックスしんあい 

柴 li 町3-1づ 

027-6701 

松山堂薬 

局 

料5町 3-13-25 

»22-2550 

こむろ酒 

店 

印 3-14-3 

»22-2613 


ゴンフアノン•クボ立川店 
柴螂3+2 »27-7413 


か つ 

柴錡町 3-5-2 


025-7647 


京撙立 JMM 口店 

| 柴的町 3-6-2 _ 〇21-4640 

| 理容ふなやま 

[^綺町3-6_23_ 1 T 27-2780 

中纖《刪 

|柴挪3-7-4 _»28-2211 

|9班瞿 泉 

卜 ft 町 3-7-6 _»24-0672 

$0光証券立川支店 

柴* 町 3-8-2 024-1321 


けやぎ 

若雲町1-8-1 


房 

036-1987 


ふとんの育木囅商 

_〇36-6833 

^ ッソ石油スン3ン 

^ 葉印 2-1 _ 035-3001 

なげや若蕖町店 

> 葉即 3-21-1 _«37-4119 

^"レ ミネ2111店 1 F * 付 

囅町 2-1-1 027-1411 


ルミネ fflll 店 a 

明町 2-1-1 


n 27- 
F 受付 


oaf 6 バ- 

a 町 2-11 


パスコ立 JII 店 

卜町卜 11-7 _ 029-5557 

P ルナール 

p 町 M 2-1 _ »22-2839 

$友■行立川支店 

|»®2-17-15 —027-4479 

_ 讚茱アバン 

町 2-17-15 _ n 27-4479 

の出壓本店 

し嫌町 2- IM 8 _ 022-3308 

「第-デパート PFI 敝ル 

卜® 2-2-25 &27-2021 

士*行 mu 支店 

_町 2-4-6 _ »24-3121 

ら并酯《本店 


NTT テレコムプぅ 

W 印 2-1-1 027-4210 


027-1411 

’ラ讎 


•ゼル 

023-3746 


パテイスリーバーゼル 
明町 2-11 023-3746 


HSB 2-5-12 

022-2957 

| 二木のパン 

W 町 2*6 

»22-2278 

三上鰹節 

店 

W 町 2-8-30 

»22-3259 

砂川 

m 

上砂町 3-2-2 

035-8808 

| パットパットコルフ 

泵町一 

025-2340 

| リーセントパークホテル 

S 士兒印 2- V 8 

»28*3111 

残堀霤 

店 

富士見® M -2 

©27-7457 


美容室 BEPPIN 

S 士見® J 4-9 027-5918 


給与振込は 


〈ハ ー h の銀行〉 


全12約360か店の使钊さを 
ご活用〈ださい • 

す,/ 

r ^ ni / v~r 

L ▲銀行 

—第一勘充期行 



ろちのやブルマン 
-18-17 TT 24-9280 

いわさわ商店 
羽衣啦-11-3 —022-2904 

みずほ弁当 

羽衣町 2-3 — »22-9597 

赤松タバコ店 

羽衣町 2-42 _ 024-7852 

中廳 S 腐店 

羽衣町 2-12-34 _ 022-5723 

tTtft テストア冚_居 
來啦-46-3 _ 036-8285 

永光蕖颺 

栄8〇2普7 — O 36-0206 

カツト八ウスボーグ 
栄印2そ9-8 〇36-6716 


あさひ寧 

栄町 5-10-4 _ S 35-3087 

美容塞アリス 

卿- 15-21 _ 025-1100 

coffee shoo 遊香 
«町卜か24_ 027-3840 

ステーキのリブレ 
鈮町 1*8-3 _»27-1630 

そば育柳 

»町 2-1-27 _ 028-2345 

T A P A S 

篪町 2-2-29 »29-0733 


ぼくしんクリーニング 

|»®2-5 023-3490 

$ ガ5薬® 

[8 HE 8 J 2-7-8 025-9212 

> ルミヤスポーツ 

|»®2-7-8 022-2912 

P ば高尾亭 

^ l ®5-5-31 _ 022-2710 

タイヤシ3ップ 
幸町 5-10-2 


佐雇商会 

037-0912 


いなげや立川*店 
幸町卜23-€ 


ロッテリア 

宰町 4-38 


037-1820 

立) I 酬 9 S 店 
037-4413 


| 立川文摩 
>松町 M -23 _〇25-8617 

ft 町屋菓子店 

p 松町 M 1-23 _02609- 

藤胃栗店 

> 松町 2-3-13 _〇22-6443 

111 ーパーやなぎや 

| Wii ®2-5 _ 022-4322 

$7 レンド窗房 

I ，松® 3-18-2 _ »27-1555 

ぎやぎ亭 

0 松町 3-21-4 025-6658 

CAFtflEfiTAAJFUWT TIP-TOP 
S 松町 3-27-27 025-2030 


羽 


四戸さん、田校で想返し 


立 川 m m 身で、 ベルリン 交« 

楽団 •- t - lv ;#-?!* として • •»; 界的 

<: 活路している四 戸 lit 紀さんが • 

「故郷に恩返しを したい j t . 

631 :4 n {金》母校の 三 中の音 

荣室で•中热生を：？象に公 ml レ 

ゥス ン をしてくれた* - U 小の小 

学生だった 頃、親の反对を柙 I 

切って，おこずかいの.全郎を 

14 じて •楽 S を H った 少年 

は、あの瑣の思いを懷か 

しげに •「佚も20竿 1 刖 

に、この 合*室で吹いて 

て•先®から同じ指導を し 

て t らつた」 など t - J 二屮時代 

の 自らの 

体験談な 

どを語り 

ながらの 

荣1 い レ 

ウスン t 

なつた。 

演葵の ブ 

レゼント 

もめつた ■ 




黻え抜かれたバワ冠 




生涯スボ！ゾとして、驻康轮 

塊の而から人 51 も高まつている 

パワ—リフティング*このマ 

スターズパワ ly フナィン 

グ全日本大会が， □ 本代 

g 道手選考会を皱ね， 

5 H 23 日•名古® V 行ゎ 

れ•立川トレ丨-ーングセン 

夕—会及、木 ft 推 <IE さん <味 

町)が 40 代の郞で • 3 位になり. 

济水贤二さん S 松町)が 50 代 

の部で •« 勝に好いた。今回か 

ら•筋力強化を桶い，10キロは 

a ぅと IH われるベンチスーツ使 

用が isPJ されたので•次回が浆 

L みである•清水さんは、カナ 

ダで ff われる， 一 PF 公12の世 

界道手権、アジア遘手権の：！一本 

代表となつた0 


真如苑だより 

K の炎天のうちに•秋の突りが 
約束されている t 云われます • 
あおあお t している田の fe は' 
へ丨を 4 S り t 太描からエネルギ—を 
m いて•改良 I ていることでしょ 
う•そラ思うせいか•斬米に^を 
入れると、口向ばつこをしている 
ような诅かみを胳じるものです。 

ftft の典如：！？へも•老#にお出 
3¢けください* 

■ H PJ 7月 15 UW 
2時〜4時 

■砷本 棘•真如宝物館をはじめ t 
して映！ E など盛りだくさんの用意 
がしてござい 

■お申し込み 

は**えくてび 

あん•コンパ 

ニォン j (本 te 

を f 渡してく 

れた\>へ。 



今年もこんなに 

sbK » ^^-6 r 


例えば"玄阅にサツキが 一 汴で I あると、その京 
の Flis を見 nr してしまぅ。一段と^の•品侪と犯傑^ 
を感じさせてくれるものだ 1 C う▲多彩な花芸•品 M 
吵多さでは、趣诛の花木の笫一級と宫わ U るサツキ 
をの妙味•に蛙せられて 20 年の茂十：山賸雄さん(西砂 
町> の咲かせる银月の花は、見る人に感励を^えず 


花のない轉ケ务||して枝を«今 


に {i. いられない' 


五 H 市街退 沿い， 《砂公民绾阁 
に•改士山保雄さんのお宅はあつ 
た*道路から奥まつたところに* 
るため*そこへ*内されるまでは， 
蛏 一 面に広がる • a もも鮮やかな 
车 n の 群れには • K がつかなかつ 
たほど入 H から雕 n ていた* 

毎年、この時期になると•近く 
の JA 一以前の《協)や信用金庫 • 
商店などが•戊±111 さんの 丹 W 込 
めて*栽坊 してきた 皐月を、 一 鉢 • 
M 鉢 . W りにやうて来6。花の芽 
も兒ぇない•技造りの時から闩い 
佗を右へ•赤い佗を左へと，バラ 
ンス ょく付ける•そこを a 越して • 
ハサミが左右に搞れる*茂士山さ 
んの頭の中には•华年先でも，デ 
ザインがイメ ー ジされているらし 
い* 屮でも、：！？ にいつ てるのは' 
樹齢百年と いう** 不士 aj •茂士山 
さんのおばあちやんが•お嫁に米 






ると•百»ぐらいであろぅか。そ 
の炫てに•水をやり料をやり • 
鉢を5 fL * ハサミを人れ韃けるこ 

t ， 365 U " それで •/E rtfl くの 
は，たつたの一週間だけである* 
どれだけ•こまめにやれたか、そ 
の結果が、この一遇 IUI に%われる 
t いう•今年はよくやつたな*, 
あんまりできなかつたな*と、は 
つきりわかる•その意昧では，「咲 


た時•持って來た紀念 lit だという•く時，一年の苦労が*びになる4. 
一日でも、水をやらなければ、 ft と*そう19りながらも*よく'奥 
m になつてしまうことを思えば，さんが主人や子供の|0に付いた甏 
今. ここに •]? 年の年会を£ねて.の毛を.なにげなく*とるように* 
哎き诗っている樣は見車だ"この取 H の枯れかけた佗びら，蕖を L 


いているか•絞り具合はどうか • 

色 ft $具合いな ui •いろんな兄 A * 
で«しめるが、索 16 [ 1 :.»じたまま 
の姿で兄るのがやはり， I * いい 
という•一般に、女性は*赤、ビ 
ンクのはつきりとした原色系を好 
むょうだ。さすがに佗芸の魅力と 
いわれる车 n 。 一 r •の木から' 赤 
や c •ビンク•オレンジ f sft 
の花が咲く •そのパランスたるや • 
絶妙で*るのは、«:づくりのうち 
から，この辺で、右に•左にと、 
ハサミを入れていく、 fi 年の勘が 
成す忮か■'見栄ぇに冴之がある* 
これだけの a 類を一人でやつて 
いるが•親讓りなのか•たまに. 
小学校5年生の減くんも•ハサミ 
を待つてやつてくる- 

「抱 R ですか？いつまでいつて 
も^強なんです」 t 笑いながら葫 
&茂士山さん•また、米年•綺 K 
な花をつかせるために、既に、せ 
つせと•枯れかけた花を摘みは e 
めていた。 



^ ☆ Hsag 売の美味しいケ—キ「ベルジュのバイェ欏 J 


5,55 • 


店長は大理石がお好き P 




•牧棰 で飲©かおいしいよ0に、 HU 9 S 
75のヴーキは美味しい。といラ D ケ P 今回は 
「ペルジ 2 Gt : イエ場」にや0て来た。ここ 
か affl 日职ビル IZ ある直！8店のお店に 
出荷される。で i 頭で直売しているので、 
できたてのケ—キを M •つことが出 f •お ス 
スメー^ v ケ—キ。店長の田烟さんが (// ナと 
|賒を画した1で！：：>-をこねてぃる。そこ 
にドド—ンとあるのが大理石のテーフル。 


Atv ^5 5 5 V . V . 5555-, .-s •- v.-si 4?/,^ 


ィの命は生地を I 定の漏® { U 保つこと■大理 
1 ひん^りとその条件を滴たしてくれるの 
だ。ヨ—〇ッけスタ^^のバィは百何箱にち 
折 , 0 込まれて、この特別室にて K 生する洛 
• SS ケ—キ 2100 円〜/：: v - フパィ {$ ど各 
® 焼き S 子 1500 :〜/他お中元 C ち Bg な 
クツ^—^パイの 8 S 安 0 G せかあります。 
•「ペルジ 2 のバイ I 場」 n /! lrBf 見町 
4 I 13 — 27 U ( 25 ) 91 61 



今间の作品 
2 T 咋年•立 
亡 Z 只川駅ビル•ル 
布 fi 犯 g ミネで行6れ 
、油❸⑽た多來総众美 
れ 5 by 術展にぉぃて 
出口 g された小林芙患子さんの油松、 
「ヘア•サロン」。英容院をテ—マ 
に構158や色を変えて•ず<1と描き 
統けて来たという■その楽しそう 
な箅湘気を描いてみたかつたから 
t •新世紀美術協会所！ r 住作赏 • 
多摩総合英術狭で、糾 n 籾間社貢 
受赏•グル—ブ展を年に22 r 5 
片木には’ fflK を M いた。 「 S 分に 
はないものを «. せてくれたり、こ 
の人たち"これからどうなるんだ 
ろう？と考える. jU 興味^くなるょ 
ラな絵にな -〇 てしまいます。そう 
なる t 、 やつばり•人間を描くの 
が•とつても面 tl いですね ご t 小 
林さん■例えば，自分が S ぎの用 
がぁつて-駅まで行く途屮に»た， 
ヶ•ち is してた近 Hrr の奥さんが•戻 
つて來た時も行く時に見たのと全 
く同じ姿%だつたそんなおかしさ， 
また«者が街で、アィスクリ|ム 
If f — k/L C % 崧 klJLfrv-.irlpv 

I * . _ , « n i 一 

りしてるなど•生活の中のわずか 
の感觔を，モチ|7にデッサン1 
ていく*親しみやすく•わかりや 
すぃとぃぅ砰判の小林7|ルド* 

次も来しみだ。 



こんなに多くのツバメが、1 V 川 
の空を舞つているとは思わなかつ 
た • i ずは，南口の「すずらん通 
り j から步いてみょうというので 
a 歩を進めたばかりなのに，人々 
の頭!-.ちかくをスィ X ィと飛んで 
いるのであつた ▲「自然 教宵研究 
センタ 1 J のご協力で、い i * 立 
川の自然の枚祭を*ねている•そ 
こからどういう結 ift が引5出せる 
かは•索人には計り知れないとこ 
ろだが、0然保壤を叫ぶなら「奴， 
• KJ は必須であろう UJS 年，ゥォ 
ッチングという舌菜がはやつてい 
るょうだが•妓 6 51で K & のと、 
のほはんと兑過ごしてしまうのと 
では天 L 」 地の老がある，えくてび 
あん rfi 劾をしていると*每 H •立 
川狹 I と0転車で走り廻つている 
が•ツバメに n をやる余裕がない 
のであろ•フ ▲ツバ メは人が Is ると 
ころ<:多く生. ft している•外敵、 
持 {: 後をさけて毬物の粁を消りて 

巣をつくるそうだ•ツバメが巢を 
つ{る店は S 5 ffi する t - _ . ムわれるが 
丁窣に籽下に板で台をこしらえて 
ツバメの米るのを待つているとい 
うひそかな愛菸茱がいる赢柴崤町 
から茁上兒町をまわり • ® 柒试験 
場まで rr き*ツバメに次いでタン 
ボボの観 •« に移る*カントウタン 
ポボとセィヨウタンボボの区別さ 
えつかない が*总に親しみを党 
えてくる。この Ifra 「奴«する人 J 
と-11なぃ人」に分かれ，»«す 
る入の深さは計り知れない ▲虫 千 
しや昔のままのえくてびあん 


im }« lM « 名 ACC 离 &时铨 1 _«悅子 
年 IH 夏払» 7 曲 M | 山》«子 
天耔穿■一;蜓瓛一明并上«金 
ス，ーノ蓴 0 - 63 枚川 IB 本多 M 


ことねざ 答⑩ 


漢字 I 字挿入せょ 

□の葛には 

茄子はならぬ 

喬木は □ 

に折られる 
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鉄道研究家—それが私のである • 

私はその□、 hff から特 a 列卑のハンドルを摧って‘ 

常®線を北上していた*フロントガラス<:はいつ t と变 
わらぬ«:色が•いつ t と同じように流れて fr <*«.^ 列 
宇は tts に/ to 絞けていた0やがて線路の两瞄が林!:« 
われた兄通しの*い力—ブにさ I かかつた U 列？は¥<6 
をき L ませながら，力—ブを^過して n * く •林が尽きて、 
荊面の典 W が闍けたその時である•踏切内で I 台の大型 
トラックが允ち往生しているのを発兒， t つさに#常ブ 
レーキをかけ、|?笛のぺダルを踏み1めた。だが.列卓 
は止まらない◊まるで水而を滑つているようだつた♦み 
るみる、踏切が近づいて来る*»怖<:歪んだ•トラィバー 
の表情がハッキリ見ぇた* {ぶつかる/ W ブレ—キハンド 
ルを裎る手は哦«1*殆ど反射的に両足をつっばつてい 
た*次の « r 41 に，『ドスン/」という a ; い音と共 1 :•身体に 
銜»を党ぇた。フ〇ントガラスが飛故し•運 te 席は1?血 
で染まった•急速に薄れ行<意銥の中で，乘客のざわめ 
きと•教 S 車のサィレンを噠いたよラな気がした* 

傘 奉 奉 

全ては夢だった • 

氕がつくと、まだ薄暗い部 ES の中で，私は身体中にび 
つしより t 寝 fF をかいていた • 

いつ«からこんな夢をみるようになつたのか a かでは 
ないが，物心ついた時から«道が好きだった私は、国鈇 
<:入社して«車の運転士になりたいと思った** 

r • * _ 



参 

kK 



夢の中では私は一人荊の«単運松士だった，だが，そ 
の内容はと S ぇば*«坊して始発%中に乘〇遅れ•助役 
にこっびどく叱られる恭//つたり，ブレーキをかけて t 
列単が止まらない券•市両故2:，人身歩故といった*夢 
だつた*ある時•知人の国 » OB にこの夢の活1をした 
ところ、こんな返芥が返って来た•速紜士見習いを教育 
する際•よく*「夢を兄るか？」 t 尋ねる t いう。列市に 
来 9 S れる#-、フ•レ—キをかけて t 列巾が止まらない 
夢など•それらの夢に苦 Ltr ようなら、一人前の運転士 
としての兄込みがあるのだそうだ•おそらく •プロ * a 
というか•常に危険と»り合わせ t いう W 衆丄の緊张® 
からそのような夢を»るので*ろう•しか1*夹際に索 
找した*1躲のない私が同じような夢を a るのは全くもっ 
て不思議だと、その国 aoB は首を傾げていた。 

夢にはそ〇人問の潜在 S 雄が現れるという•母の tf 中 
に&ぶさり.釈の«]越し1;疼^機|%卓を飽きもせずに_ 
めていた幼い n の 5 e « •流 M なボンネットスタィルの持 

半への憧れ•修学旅行で乗せて t らった新衿線の運 

転席。いつの日か、この手でハンドルを W る： D を夢1:描 

き较けて来た»$時代だった。けれども"子供の頃の夢 

は実現しなかった*時を轻て、折たな躲 g の上冬^ y る現 

在でも•たま<:少年の頃の Ifr 界へ心が旅していく •それ 

にしても*もし•麥がその人問の W 望を • K®«SIL 

て兒せてくれるものならば*^故に®遇 I たり•列率に 

朱り®れて I まラ私は•決して®秀な運転士 t は S えな 

いようだ* 


。 V 2;? S 2 Z 04. 分1> 
家 Aivrq ■恥 >^nr , tJYWCm 
勸 co^Ahrr 守'®， «^cv 


な^ぅ扯； 


笛 ?! 氺搜 

>*- c-TS 



系^壬^ ai^^w 谁 ^¥ Ik,Y 
ス -/S sro^v 士勺彎わ我 W 

び勺々？；士 M 

T}n 锭 SW 


三—！ e 地： i が亲に移管され 
て百年目*今年は必りだくさん 
のィベントが rr われています。 
电济都の住 K が多摩地 K をどの 
よぅにィメ—ジ I ているか 
を調査 I たアンヶ—卜に 
よると•多摩と^ PJ 23 K 
を比べたィメ—ジは次の 
よぅなものでした•お*: 

いを色に例えると•多* 
ur グリ —ン1.で 23 IX が 
タレ—/また•花に例文る 
と多«が『こぶし j か r 菜の花』 
で23区が『パラ4.と『接 j でし 
/.•では、多.«:跑区を卜|!支の 


勒物に例えた時の IPJ 答は W だと 
思いますか。ちなみに .23 区の 
ィメ—ジは -» 犬』でした、 

@ラさぎ 
零フし 
©いのしし 

【6 H 号の答〕❸ 

立川の热 W は•徒歩13と 
Inr - O て . ttK も靼と ft に 
川に入つて漁をするとい 
ラめずら L いものでした6 
近頃では•多1?川もき n いにな 
り、 W の&も堪えてきたと W 1 さ 
ます•多*川に tts が W 活する 
H は•近いかも切 n ません • 
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